
特集 オフィスオートメーションシステム

ビジネス用デスクトップコンピュータ
"Data Pa120”

l､Data Pa120〃for Business Use

マイクロコンピュータを応用し,経i斉′性を追求したデスクトップコンピュータが

多数出現した｡Data Pa120は,事務処理に必須なデータファイル管理などを充実さ

せ,次の特長を備えている｡

(1)事務処至里に必須のデータを容易に格納,検索ができるファイル管理機能をもっ

ている｡

(2)恍栗作成,画面構成を簡単なプログラムで処理できるソフトウェアをもっている｡

(3)漢字メンテナンス機能など,豊富なユーティリティプログラムをもっている｡

Data Pa120は,規模の小さい組織の事務処理に過したコンピュータとして開発さ

れたものである｡

l】 緒 言

コンピュータはハードウェア技術の向上により,いっそう

高機能なものが,より低価格化,′ト形化が可能になってきて

いる｡更に,外部装置も進歩して,更に小形なコンピュータ

にも大容量ディスク装置の接続が可能となっている｡

一方,OA(オフィスオートメーション)は,徐々に適用範囲

の分野を広げつつあI′),いっそう小規模な事務処理にまでコ

ンピュータ化する傾向にある｡

本稿のData Pa120は,データ管]莞を重視し,オフィスコン

ピュータとパーソナルコンピュータの中f一削こ位置する事務処

理用のデスクトップコンピュータである(+司1)｡

臣I Data Pa120の概要

2.l ハードウェア

Data Pa120は8ビットマイクロプロセッサを使用しておr),

直才妾制て卸できるメモリ容量が64kバイトに制限されるが,本

機ではバンク切替方式を採用し,RAM(Random Access

Memory)64kバイトと4kバイトのROM(Read Only Memory)
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図l テざスクトップコンピュータの位置づけ デスクトップコンピ

ュータは,オフィスコンピュータとパーソナルコンピュータの中間に位置する｡
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博室象

図2 Data Pa-20のタ十観 +lS配列キーボード.13Z桁プリンタを示す｡

を標準装備するとともに,漢字処理(最大漢字512種)時は,

漢字フォント用メモリとしてCRT(Cathode Ray Tube)用,

及びプリ ンタ用に別個の各々16kバイトを用意して音莫字のパ

ターンの違いに対処し,漢字処理のスピードアップを図って

いる｡Data Pa120グ)外観を図2に示す｡

また,事務処理で大量のデータを扱うため,8インチフロ

ッピーディスク(1Mバイト/台)を2台標準実装し,必要に

んむじて鼓高4台まで使用することが可能である｡

プリンタとしては,事務処理に耐えられる速度が必要で,

150文字/秒(80桁)及び180文字/秒(132桁,漢字印字‾叶能)を用

意してし､る｡

システムは,キーボード(3種),プリンタ(2種)及び本体

から構成される｡

Data Pa120のハ叩ドゥェア構成を図3に示す｡

2.2 ソフトウェア

デスクトップコンビュ【タに要求されることは,手軽な操

作性と記述性,及び事務処理に必須なデMタ処理能力である｡

そこで,Data Pa120では,パーソナルコンビュⅦタで多くの

ユーザーが利用しているBASICの記述形式と,事務計算に

広範囲に用いられているCOBOL流のデータ処手堅機能を取り

入れた事務処理用BASIC言語1)を用いている｡
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CPU

8ビット

マイクロプロセッサ

RAM

64kバイト
ROM

4kバイト

漢字フォント
C R T 用
プリンタ用

メモリ(RAM)
18kバイト

16kバイト

キーボード

JIS配列準拠

整配列(ABC配列)
インテリジェント

●ノングレア緑色

●英･数字,仮名

●漢 字

表示部
(CRT)

2,000文字/画面
(25行80桁)
16行40桁

プリンタ

80桁150字/秒
(仮名付き)

132桁180字/秒
(漢字印字可能)

フロッピーディスク

8インチ

1Mバイト/台

max.4台
(標準2台)

図3 Data Pa120ハードウェア構成 Data柑20のハードウェア構成を示す｡

更に,各種のユーティリティを用意し,ファイルのソート

やファイルメンテナンスなど,ファイル管理を容易にすると

ともに漢字のパターンを自由に登録できるソフトウェアなど,

アプリケーション用のユーティリティを具傭している｡

図4に本システムのソフトウェア体系を示す｡

6】 事務用BASIC

Data Pa120の言語としては,次の2点を検討した｡

(1)一般的に普及していてだれにでも受け入れられること｡

(2)事務用として十分な機能をもっていること｡

パ‾ソナルコンピュータとともに普及してきたBASIC言

語は十分普及しているので上記(1)に対してはよいが,反面,

機能面を考えると,数値演算に関しては優れているが,デー

タ管理,帳票の出力では事務処理用の言語であるCOBOLの

ほうが優れている｡

Data Pa120では,汎用BASICに手を加え,事務処理に向

いた機能をもつ事務用BASICを開発した｡

事務用BASICプログラムは,構造定義部と手続き部から

形成される｡構造定義部は,ファイル内のレコード構造と仝
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システム管理プログラム

制御プログラム

スーパバイザ
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ユーティリティプログラムl
フnッピーイニシヤライザ

ファイル管理ロケ一夕,フロッピーコピ
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ソート,ファイル変換,漢

ア三上言丁才芸プ悪霊芸妄言;;;ン警張フ

言語処理プログラムl
+事務用BAS】C(エディタ,ローダ,インタプリタ)

ユーザープログラム

,ファイルア
ー,フロッ

ンテナンス,

苦言工芸議･)

図4 Data Pa120のソフトウェア体系 Data柑20のソフトウェアは.

制御プログラムがユーティリティプログラム,言語処理プログラム及びユーザ

ープログラムの動作管理を行なう｡
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調歩同期

注:略語説明

CPU(中央処理業置)

RAM(Ra【dom Access MemorY)

ROM(Read Only MemorY)

CRT(Cathode Ray Tube)

RS232Cインタフェース

300,1,200ビット/秒
(言語サポート)
川aX.2チャネル

00010*************************************************

00020* PR■NT F】LE *
00030*************************************************

00040 P剛NT

00050 00 PS

OOO60 01HEAD
00070

00080

00090

00100
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00160

00け0 01

DO180
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00200

00210 01

00220

00230 END
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02?'X(22)▼ C,ザンギ
02 P'×(4),C,PAGE,
02 PAGE ,ZZZZ,

02?'x(5),C,ショクバ,

02?'×(4),C-ジカン,
02?'×(5),C,キンガク,

DETル

02 CODE'X(4),
02 HOUR,ZZZZ9,

L.D 80

ヨウ ショクパペソ シュウケイ,

02MONEY,ZZZ,ZZZ,ZZ9,

+lNE

O2?'X(4)'C,一一山一
02?'X(5),C,----¶
02?'×(11),C,-¶---¶【---

SPACE

O2?'X(1),C,,

プリンタ印字

位置情報‾‾斗

(a)プログラム例(構造定義部)

】0 20 ∬ 40
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2 37
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0 33
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0 08
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(b)印字結果

図5 帳票出力例 行と列の簡単な情報で,プリンタの印字位置を記述

することができる｡

く同じ階層化した記述方式をとっており,ファイルを使用す

るプログラムの作成を容易にした｡また,画面やプリンタの

ページを階層化されたデータ領域と考え,行と列の簡単な情

報の記述によって容易に画面上へ表示したり,プリンタに印

字することができる(図5)｡

事務用BASICの詳細仕様を表1に示す｡

田 ファイル管理

Data Pa120は,両面倍密度フロッピーディスク(容量約

1Mバイト)2台を標準実装している｡更に大きな容量が必

要なシステムを構築するときなど,必要に応じて2台までの

フロッピーディスクを増設することができる｡
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表一 事務用BASICの詳細仕様 構造定義部は,変数配列などを階層

化Lて定義する｡手続き部では,引用構1昌体と実際の処王里を行なう実行文を記述す

る｡本表の命令言吾の使い方を知れば,Data PalZOの応用プログラムを記述できる｡

内 容 一 命 令 語 備 考

構

造

内

部

構

造

レコード構造

入出力レコードなどの

定義

RECORD

END
WORK構造の例

WORK

80WW

OIWl

02W2

02W2

END

ワーク構造 変数,定数の定義
WORK

END

リンク構造
プログラム間のデータ し1NK

疋

義

部

受渡Lの定義 END

表
示

構

造

スクリーン構造 画面出力情報の定義
SCREEN

END

プリント構造 70リンク出力情報の定義

PRINT

END

手

続

き

那

区切り文 手続き部の開始を示す｡ PROC

非

実

行

文

ファイル定義文 レコード構造のロード FILE
ファイル形式の

定義を含む｡

表示構造引用文
スクリーン,プリント

構造のロード

SCREEN

PRINT

内部構造引用文
レコード,リンク,ワ

-ク構造のロード

RECORD,しINK

WORK

RECORDは

FルE文で定義L

たものは除く｡

実

行

文

代 入 文 データの移動演算 LET

制 御 文

判定.ループ

分岐

サブルーチン

一時停止

終了

プログラムチェーン

ブザー

tF,FOR.NEXT

GO

GOSUB,RETURN,

CALL

PAUSE

STOP

CHAIN

BEEP

入力処理文 データエントリ

F】×

ACPT

スクリーン制御

コードで特殊表

示ができる｡

表示印刷処王里文

表示,プリント SET.DISP,ロリMP スクリーン制御

改行,改ページ CTRL コードで特殊表

画面移動 】NIT.TERM 示ができる｡

ファイル処理文

l

ファイルの入出力

OPEN,CLOSE

READ,WRlTE

RWRlTE

CTRL

区切り文 手続き部の終了を示す｡ END

標準構成では,図6に示すようにユーティリティプログラ

ムを含むシステムプログラム(約0.4Mバイト:漢字オプシ

ョン付き)が常駐し,残r)約1.6Mバイトをアプリケーション

プログラム及びファイルとしてユーザーが自由に使用するこ

とができる｡

順序表定義

KEY RNO

部 課
レコード

No.

1 100 1

1 100 4

2 100 3

2 100 5

5 200 2

順序表ファイル

ソートR

くコ

設岩見宕環,) 芹貨宗吾.ア訂影ス,)

㍍㌫7｢
臣 事詣号ム
2
/

〔
レ

〔

巨

有杉7′7フ′フ
” 7ソ7

1.6Mバイト

1Mバイト

ゑ

ア/ワァ二/ワフツ77ソフ′ワ′7r77ソファ/アろワ

ユーザープログラム
データファイル

ム仙∠/∠/

1Mバイト

ノク一ハノり′ノ+ノ+ノ+.ノヨリハ+ノ一ハ

召

∠∠′〟∠〟∠仏∠くム乙乙仏∠∠』

図6 フロッピーディスク容量 標準実装は2Mバイト=Mバイト/

台)で,システムプログラムに約0.4Mバイト必要である｡ユーザープログラ

ム,データファイルに約卜6Mバイト使用でき,必⊥要に応じて2Mバイト(2台)

増言箕することができる｡

データファイルの利用に当たって,‥般のパーソナルコン

ピュータでは,記録されている順番にデータを読み出すか,

ランダム処理として記録したレコード番号を指定して,目的

のデータを取り出すファイル管王翌がサポートされている｡上

位のオフィスコンピュータなどになると,これらのファイル

処理のほかに索引表ファイルを介してデータを呼び出すなど

高度なファイル処理機能があり,充実したデータ検索が可能

である｡

Data Pa120では,事務処理で-最も重要なファイル処理機能

の充実に重点を置き,データファイル,索引表ファイル及び

順序表ファイルの3種のファイルをもっており,ユーザーの

用途に応じたデⅥタ処理ができるように,次のファイル編成

をサポートしている(図7,8)｡

(1)順序編成

ファイルの先頭からレコ【ドの順にデータが登録され,登

録順にデータを呼び出すことができる｡また,レコード番号

で直接該当レコードのデータを呼び出すこともできる｡

(2)索引順編成

ソートによって,索引したいキーコードと該当するデータ

ファイル内でのレコード番号で構成される索引表ファイルを

作成しておき,実際にデータを検索するときには,索引表フ

ァイルを介してデータを呼び出す方式をとってし､る｡

NO

1

2

3

4

5

人 事 記 碍 d 索引表定義

ソート

索引表定義

社 員 名 性

別

所属 生年月 日 給料β KEY RNO KEY RNO

社員

No.

姓 名
部 課 年 月 日

社員

No,

レコード

No.

社員

No.

レコード

No.姓 名

システム
キー

同時に
作成

LOWバリューキー

H伯Hバリューキー LOWバリューキー

0050 ヤマダ タロウ M 1 100 10 3 1 0050 1 0010 3

0070 ヨシナガ サユリ W 5 200 20 10 10 0070 2 0020 4

0010 カヤマ ユウゾウM 2 100 0010 3 0050 1

0020 モリムラセイイチM 1 100 0020 4 0070 2

0850 イワサキヒロ ミ W 2 100 0850 5 0850 5

H旧Hバリューキー

¥さ

データファイル (A) 索引表ファイル (B)

図7 ファイルの構成例
順序表ファイル,索引表ファ

イルはソートによって作成さ

れ,キーとレコード番号から

構成される｡
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論理膜編成

順序表

順序表

煩序表

ファイル1
◆

｢
■
-
■
■
■
-
-
.
-

タ
ル
)

■
〃
雛

デ
フ
(

◆･■

索引順編成

索 引表

ファイル

｢
一
-
■
■
-
一
-
-
-
-
●
+

順序編成

図8 ファイル編成 Data PaiZOのデータファイルの編成は,順序編成,

索引順編成及び論理順編成があり,データファイルの検索方法としては,レコー

ド番号による方法と順序表ファイル,索引表ファイルを介Lて行なう方法がある｡

(3)論羊馴貞編成

データファイルをある論理キーで,上昇順あるいは下降順

にソ】卜して,その順番のキ【とレコード番号で構成される

順序表ファイルを作成しておき,実際にデータを検索すると

きには,順序表ファイルを介してデータを呼び出す方式をと

ってし､る｡

更に,Data Pa120のファイル管ユ型の特長について以下に述

/ヾる｡

(1)多項目検索など,特定項目をキーとした複数個のファイ

ルを利用する場合,データの実体部の重複がない｡

(2)索引表や順序表を経由して-一一つのデータの実体を検索す

るので,データ内容の変更に対してファイルの保守性が良い｡

(3)一般の索引表ファイルのようなキ【チェーン方式と異な

るので,ユーザーでファイルの回復が容易である｡

日 ユーティリティプログラム

ユーティ りティプログラムは,システムの運用を円滑に効

率良く行なうため,ファイルの複写,保守などの汎用性のあ

る処理7Dログラムである｡

Data Pa120には,より汎用性の高いファイル管理ユーティ

表2 ユーティリティプログラムの概要 顧客のプログラム作成の

負担を少なくするため,汎用性のあるプログラムが用意されている｡

分 頬 ユーティリティプロクうム 機 能

フ

ア

イ

フロッピーイニシャライザ
フロッピーディスクに対して,初期設定,書込チェック,
再初期化を行なう｡

フ ァ イ ルア ロ ケ一 夕 フロッピーディスクに対Lて.ファイルの領域の確保,
ノレ

管
理
二1

】

変更.削除なと-を行なう｡

フ ロ ッ ピ ー コ ピ ー

ファイル及びボリューム単位の複写と比較を行なう｡

フ ロ ッ ピー プリ ント
ファイル及びボリューム単位の印刷を行なう｡キャラク

テ

イ

リ

テ

イ

クモード,キャラクタ＋柑進モードでの印刷が可能｡

ファイルメ ンテナンス
フロッピーディスク内の空エリアの統合,破壊されたフ

アイルの回復,データ内容の表示及び修正｡

ライブラリアップデート
プログラムのマージ,プリント コピー.削除など,プ
ログラムファイルの保守を行なう｡

ア

プ

リ

ケ

l

ソ ト
データファイルのソート,データファイルから順序表.
索引表を作成する｡

漢字パタ ー

ン ロ
ード

指定漢字ファイルから漢字パターンを∴実字パターンメ

モリ(プリント用と画面用)に転送する｡

i美事
メ ン テ ナ ン ス

ユーザー用漢字ファイル(引2種)のパターン新規作成 修
シ

∃

ン

ユ

正及び漢字用プリンタへの漢字ファイル登軌 漢字の印
刷を行なう｡

フ ァ イ ル 変 更
フロッピーディスクのファイルの+ISコードとEBCDIK

】

テ

イ

ソ
つ｢

イ

コードの変換を行なう｡

拡張 フ ァ イ ル 交 換
フロッピーディスク間の変換を行なう｡
(り片面単密度(→両面倍密度
(Z)+lSコード←うEBCDIKコード

拡張漢字メンテナンス JIS第l水準の漢字が登録されている漢字マスタを使用
して,漢字ファイルの作成,修正を行なう｡
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売上伝票

ボンベ管王里マスタ

m

回収伝票

ボンベ滞留表 pAGE

出 荷 先 名 ボンベNO ガスNO 出荷日 回収予定8

抑
m
耶
脚
咄

上ウキlワ;ウサ イソiつ ぺ【

カナガ り ガ ス K.K

サイクマガ ス K.K

チパ ヨウサ イ K.K

けギ ョウザイ

叫叫叫44棚4

㍊3㍑3333㍊

555555555555

668餌6桝66

(沿5

005

005

叫5

∝)5

5的5/10

紙代7/10

5即07/02

紙/0針10

鯛/叫/伯

馳畑7/柑

弼/10/咄

う8佃/05

軸/10佃

粥ハ0価

得意先別ボンベ入出庫日報 PAGE

8付 コー｢ 得 意 先 名
入 庫 出 庫

ボンベNO ガス『0 ボンベNO ガスH(】

ボンベ所在地
入出3回状況

ボンベ滞留表

ボンベ入出過去
3回状況表

ボンベ所在地
状 況 表

ボンベ入出日報
ボンベ入出月報

図9 ボンベ管理システム概要 売上伝票発行時に,ボンベ管理マス

タにボンベ出庫日.行き先(得意先)コード,ボンベ中身コード及び回収予定日

をボンベ一つ一つについて記録する｡回収伝票によりマスタデータに回収日を記

会量する｡日報.月報などの帳票出力は,ボンベ管理マスタに基づいて行なわれる｡

りティをもっておI),更にJIS第1水準の漢字パターンが人

つているファイルをもっているが,アプリケーションの要求

により,任意漢字パターンを作成できる機能など,漢字処理

に必要なソフトウェアのアプリケーションプログラムをもっ

ている｡表2にユーティリティプログラム全体の機能概略を

示す｡

l司 応 用 例

Data Pa120は,広範囲の事務処理に使用されている｡ここ

では,その例として溶接材料商向けのボンベ管理システム

(図9)について紹介する｡

従来,溶接材料商では,ボンベの入出庫などの管理をすべ

て手作業で行なっていた｡特に.ボンベ番号によってボンベ

の所在が把握できるように義務づける動きもあり,台帳の管

理及び検索に多くの労働力を強いられている｡Data Pa120を

用いた本システムは,個々のボンベの情報を記録することで,

ボンベの所在などの情報を簡単なキー操作で容易に検索する

ことができるとともに,ボンベの行き先(得意先),ボンベの

中味,回収予定日などを会話形式で管理することが可能で,

管理の省力化を図っている｡

山 結 言

Data Pa120は､OA機器の中で比較的ハイエンドのビジネ

スパーソナルコンピュータとして位置づけられ,ファイル管

羊里機能が充実していることから,大企業の部･課単位ある

いは中小企業での定型事務処理用途を中心に真価を発揮して

いる｡

-一方,本機については,更に高機能化,低価格化,アプリ

ケーションソフトウェア作成の高効率化,上位システムとの

]妾続機能の強化などのニーズも寄せられており,今後このよ

うなユーザーニーズを積極的に取り込みながら,製品展開を

図ってゆきたいと考えている｡
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